
３．施設整備計画の目標

（１） 公立の義務教育諸学校等施設の老朽化対策を図る整備

（２） 地震、津波等の災害に備えるための整備

（３） 防犯対策など安全性の確保を図る整備

（４） 教育環境の質的な向上を図る整備

（５） 施設の特性に配慮した教育環境の充実を図る整備

（様式２）

現在、児童生徒が長時間使用する小学校２年生から６年生、中学校１、２年生の普通教室に冷暖
房機器の設置はなく、高温多湿な夏季においては、学習に対する集中力不足、また、児童生徒の
健康への影響も懸念されるところであるため、空調設備の設置により学校環境の改善を図るもので
ある。
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４．域内の義務教育諸学校等施設の整備状況

（１） 現在の学校等の整備状況

小学校 4 校

中学校 3 校

義務教育学校 0 校

中等教育学校（前期課程） 0 校

特別支援学校（小学部及び中学部） 0 校

幼稚園等（特別支援学校の幼稚部を含む） 0 園

幼保連携型認定こども園 0 園

高等学校等（特別支援学校の高等部及び中等教育学校の後期課程を含む） 0 校

教員及び職員のための住宅 0 戸

学校給食施設 単独校調理場 0 箇所

共同調理場 1 箇所

スポーツ施設 学校水泳プール 7 箇所

学校武道場 0 箇所

社会体育施設 2 箇所

（２） 整備に関する計画の策定状況

個別施設計画※１

国土強靭化地域計画※２

※１ インフラ長寿命化基本計画（平成25年11月29日閣議決定）に基づく、個別施設毎の長寿命化計画

※２ 強くしなやかな国民生活の実現を図るための防災・減災等に資する国土強靭化基本法（平成25年法律第95号）

５．施設整備計画の目標の達成状況に係る評価に関する事項

計画の初年度に、庁内において目標の達成度合いについて計測するための指標等を検討し、計
画期間経過後に、その策定した指標等に基づき目標の達成度合いを計測し、評価結果等を当町
のホームページ等で公表する。

学校等 学校等

無

無

策定の有無 策定年月日計画名
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３．事後評価の実施

（１） 実施時期

（２） 評価の方法

４．総合的な所見

５．各目標の達成状況

（１） 公立の義務教育諸学校等施設の老朽化対策を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した ／ 達成できなかった

【所見】

（様式２）

3名の外部点検評価委員が評価する。
平成30年7月31日に開催された「宮代町点検評価委員会」において事業報告を行い意見を求め

た。

小学校においては２～６年生の普通教室、音楽室及び保健室、中学校においては１・２年生の普
通教室、音楽室及び保健室における空調機の設置工事を計画どおり実施することができた。これ
により本町における全小学校に対して、高まる気温上昇による教育環境の低下を防ぐことができ
た。

平成30年6月19日 点検評価委員会開催
平成30年7月31日 点検評価結果を決定

該当なし
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（２） 地震、津波等の災害に備えるための整備

【目標の達成状況】 目標を達成した ／ 達成できなかった

【所見】

（３） 防犯対策など安全性の確保を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した ／ 達成できなかった

【所見】

（４） 教育環境の質的な向上を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した ／ 達成できなかった

【所見】

（５） 施設の特性に配慮した教育環境の充実を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した ／ 達成できなかった

【所見】

６．改築後の危険建物等のとりこわし状況

該当なし

小中学校７校の空調設備設置については学習空間の温熱環境を改善することができた。

該当なし

該当なし

該当なし
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